
仲間はこれらが非常に特徴的な生き物です

(Figure 1)。分類学的には口脚目（こうきゃくも

く）というグループに属している甲殻類です。

ここではシャコ類と呼びます。ちなみによく勘違

いされるのですが、名前が似ているアナジャコ

やエビジャコなどはシャコ類ではありません。ア

ナジャコやエビジャコなどは、エビ・カニ・ヤド

カリなどのグループと同じ、十脚目（じっきゃく
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パンチの効いた「シャコ」の生態

Figure 1. 「Earth Combinatoria」展（kumagusuku, 京都）より、切江の作品『紅のエチュード』展示風景の一部。

Figure 1. シャコ類の基本的な構造。Ahyong (2001) より改変。

もく）に含まれます。シャコ類は捕脚の存在で、

この十脚目から容易に見分けることができます。

他にも、顎脚はシャコ類では 5 対（十脚目では

3 対）、歩くための脚（歩脚）はシャコ類では 3

対（十脚目では基本 5 対）、シャコ類では腹部

に鰓を有する（十脚目では頭胸部に有する）

なども、大きな特徴です。それだけシャコ類は

ユニークな形態を持っている生き物なんです。

— ひときわ大きい捕脚の機能についても教えて

ください。

　シャコ類には顎脚（がっきゃく）が 5 対あり

ますが、特に 2 番目の顎脚が大きく発達するこ

とで捕脚となっています。シャコ類の捕脚（第 2

顎 脚）は 大まか に 刺 型（Spearer）と打 型

（Smasher）の 2 グループの形状に分けることが

でき、それぞれ得意な場面が異なります。刺型

の例としてトラフシャコ Lysiosquilla maculata 

を、打 型 の 例 と し て モ ン ハ ナ シ ャ コ 

Odontodactylus scyllarus をそれぞれ 挙げます

(Figure 2)。刺型のトラフシャコが細くて棘のあ

る捕脚を、打型のモンハナシャコが太くて丸い

捕脚をもっているのが分かるでしょうか。一番先

端の節（指節）に着目すると、トラフシャコで

は指節が薄いですが、長く、内側に鋭い棘が

10 本ほどあります。この棘を利用して魚などを

引っかけたり、刺したりして捕まえることができ

ます。一方のモンハナシャコでは一番先端の指

節は短く、厚みがあり、大きく膨らんでいます。

また、捕脚（とくに長節）の大きさが頭部に占

める割合が大きいですよね。こういった形をして

いる捕脚の方が、パンチ力は強いです。このよ

うな捕脚を有する打型のシャコ類では、パンチ

によって貝や他の甲殻類などを割って食べること

が可能です。

　この２つの捕脚形態のグループは生息環境に

も反映されている場合が多いです。刺型は待ち

伏せて魚などを捕まえるので、巣穴で暮らして

いるタイプが多いです。一方、打型のシャコは

巣穴への依存度が低く、岩の間などに生息して

いることが多いです。なお、寿司ネタとして最も

馴染みの深いシャコ Oratosquilla oratoria は、

どちらかといえば刺型です。

— 第 2 顎脚がついている胸部（？）がエビや

カニより小さいのはなぜですか？

いい質問ですね！ 頭部と胸部を覆っている部位

を頭胸甲（とうきょうこう）といい、エビやカニ

では、頭部 5 節と胸部 8 節がほぼ完全に覆わ

れています。しかしシャコ類は頭胸甲が小さく、

第 4 胸節までしか頭胸甲で覆われていません。

以降の第 5 から第 8 胸節は癒合（くっつくこと）

しておらず、その後方にある腹節と同じように動

かすことができます。なお、第 6 から第 8 胸節

には歩脚（歩行に用いる脚）が付いています。

このように、頭胸甲で完全に覆われていないた

め、体をフレキシブルに動かせるメリットがあっ

たのではないかと考えられます。実際に、シャ

コ類はすごく狭い隙間でもくるんと体をコイルさ

せて方向転換するので、そういった機動力の高

さに関わっているはずです。

 

— エビやカニとは違う仲間なのですね！「シャ

コ」は系統的にエビやカニとどれくらい遠いの

ですか？

　シャコ類は軟甲綱という分類群に属していま

す。その中は大きく 3 つのグループ（亜綱）に

分けられると、形態的には考えられていました。

すなわち、シャコ類のみからなるトゲエビ亜綱、

コノハエビ亜綱、そして前述のエビ・カニを含

む十脚目に加え、ダンゴムシやヨコエビなどの

仲間も含む大きなグループである真軟甲亜綱で

す。つまり、シャコ類とエビ・カニよりも、ダン

ゴムシとエビ・カニの方が近縁であるというよう

な関係性でした。逆に、それだけシャコ類の形

態は他と異なっているということですね。ただし、

近年の分子系統解析研究からは、軟甲綱の中

の関係性はこれまでとは異なる風に解釈されて

います [1]。この研究によると、先ほどの例示と

は逆で、ダンゴムシとエビ・カニの仲間よりも、

「シャコ」とエビ・カニの仲間の方が近縁のよう

です。こうした研究が今後も進展すると、シャ

コ類の位置付けがさらに変わることも考えられま

す。

 

— 中島さんは分類学がご専門ということで、

「シャコ」の多様性についてもいろいろと研究さ

れていたのですよね。そもそも「シャコ」は何

種くらいいるのですか？ 

　全部で約 500 種が知られています。国内で

正式に記録がある種は 80 種くらいです。食用

になる種や有名どころ以外はほとんど一般に知

られませんから、この手の質問に答えると、そ

んなに種類がいるんですね！ と驚かれますが… 

甲殻類に詳しい人が聞いたら意外と少ないと思

われるでしょう。例えば等脚目（ダンゴムシな

どの仲間）などでは１万種くらいがいるといわれ

ていますから。なのでシャコ類は甲殻類の中で

はあまり種類の多いグループではないといえるで

しょう。

　それから私の専門の話ですが、仰る通りで分

類学的研究を、主にトラフシャコ上科シャコ類に

ついて行って来ました。国内で正式に記録があ

るシャコ類は 80 種ほどと先ほど言いましたが、

私の研究の結果見つかってきた未記載種（ざっ

くりいうと新種の候補）や国内未記録種を計上

していくと、100 種を超えることになりそうです。

甲殻類の中ではあまり種類の多いグループでは

ないといいましたが、まだまだ未知の種がいる

状況ではあります。まだ「シャコ」の新種は 3

種しか記載できていないので（この原稿が出る

ころにはもう一種増えてるかも）、もっと論文を

書かねばなりません。

 

— なるほど。では「シャコ」はどんなところで

生活しているのですか？

 

　シャコ類は海域のみに生息しており、川や湖

といった淡水域や陸上には、残念ながらいませ

ん。基本的には熱帯・亜熱帯の浅海域に多く

の種が分布しており、亜寒帯よりも北や、深海

に生息しているものはまれです。ちなみにシャコ

類の最深記録は 1500 m ほどです。基本的に

は浅海域の海底の岩やサンゴの隙間や、そう

いった基質の表面にあいた穴の中などに生息し

ている場合と、砂泥底などに穴を掘って生息し

ている場合があります。打型のシャコ類の場合

は前者が、刺型のシャコ類の場合は後者の生活

スタイルが多いですね。

　なお、岩などの穴に入っているシャコ類の場合

は、他の生物、例えば穿孔性の二枚貝類など

が空けた穴を二次利用していると言われていま

す。また、砂泥底に穴を掘って生息するような

種はたいてい 、U 字型といわれる開口部が 2

つある単純な巣穴を作っています。その巣穴は

粘液と思しきもので裏打ちされていて、ある程

度頑丈な作りになっています。私は博士課程の

時にはトラフシャコ上科シャコ類の分類学的研究

を主に行ってきましたが、彼らは基本的に砂泥

底に巣穴を掘って暮らしています。そのため干

潟では徒歩で、水深 30 mくらいまではスキュー

バダイビングで、それぞれ調査を行い、見つけ

た巣穴からヤビーポンプという手動の吸引器を用

いてシャコ類を吸引して採取していました。

— 「シャコ」の天敵はいますか？

　魚の吐き戻しや胃内容物としてシャコ類の標本

をいただくこともありますので、やはり魚がまず

天敵かと思います。それからタコも天敵ですね。

これは私の沖縄での実体験なのですが、夜の

干潟で何か食べているタコがいるなとすくってみ

たら、深い巣穴を掘るため捕まえるのが難しい

トラフシャコ科のシャコ類だったんです。ありが

たいことに頭部と尾部の分類形質を残してくれ

ていたので（Figure 3）、タコには申し訳ないで

すがその「シャコ」だけは標本として回収させ

ていただきました。後日それを調べたところ、

実は日本未記録属であることが分かったんです。

おかげ様でこの種は日本初記録の種、ノコバト

ラフシャコとして報告することができました [2]。

結局本種はあの個体以外見つかっていません。

タコのシャコ捕獲能力には脱帽です。なお、海

外に生息する Hemisquilla の一種が、タコの眉

間を正確に殴打して撃退する様子が撮影されて

います [3]。シャコもやられっぱなしではないよう

です。

— 「シャコ」同士でも縄張り争いなどはあるん

ですか？

 

　縄張り争いに関わると考えられる闘争が、特

に打型のシャコ類で知られています。打型のシャ

コ類の中でも、フトユビシャコ科やウニシャコ科

では、体の最後端に位置する尾節の背面が盛

り上がり、厚くなっています（Figure 4）。実は

これらの分類群のシャコ類は、この尾節でパン

チを受け止めることが知られています。特に、

パンチを受ける側は体を仰向けにしながら上体

を起こし、尾節を相手に向ける姿勢を取ります。

これによって、受けたパンチの衝撃を逃がすと

考えられています。また、交互に尾節を殴りあ

うことから、物理的ダメージを最小限に、儀式

的な闘争を行っていると考えられています。

　なお、刺型のシャコ類の場合は巣穴依存性が

高く、巣穴外で観察されること自体がほとんど

無いため、縄張り争いを含めた同種どうしの関

わり合いについては不明です。あ、でもトラフシャ

コの巣穴の中に手を突っ込むと殴られますよ。

巣穴の中という目に見えない場所で殴られるので

かなりびっくりします。真似はしないように（笑）。

— 卵の世話をするのはメスだけですか？

 

　エビやザリガニなんかを飼ったことがある人は

わかるかもしれませんが、彼らは卵をメスの腹部

（腹肢）につけます。カニもメスの腹部のいわゆ

るふんどしの部分で卵を抱えます。しかしシャ

コ類はそんなエビ・カニの仲間と異なり、腹肢

には鰓が付いています。ここに卵をつけること

はできません。ではどのように卵の世話をしてい

るのかというと、顎脚で抱えるんです。さすが「口

脚」目といったところでしょうか。シャコ類はこ

のような形で基本的にはメスが卵の世話をして

いるのですが、一部のシャコではオスも世話を

するということがわかってきました（Figure 5）。

これは僕が博士課程で研究していたコドモヒメ

シャコ属の一種なのですが、大人でも 2 センチ

くらいの小さい種です。このコドモヒメシャコ属

では U 字型の巣穴にオスとメスが同居している

のですが、オスも卵塊を抱えて世話している姿

が報告されています。腹肢に卵をつけなくて良

い分、オスも卵塊を世話できるということのよう

です。これは甲殻類では類をみないような珍し

い事例だと思われます。

— 「シャコ」はどれくらいの寿命なのですか？

　何年生きるのかとよく聞かれますが、わかりま

せん。これは甲殻類全体を通して言えることで

すが、脱皮をしてしまうので、例えば年輪のよ

うに残るものが無いからです。一応寿司ネタに

なるシャコ Oratosquilla oratoria では、3 年ほ

どと言われています。

 

— 幼生についてもよくわかっていないんですね。

いくつか幼生の写真を見せていただきましたが、

このニューギニアの幼生はジークアクスの「シャ

ロンの薔薇」（編集部注：『機動戦士 Gundam 

GQuuuuuuX』に登場する兵器）みたいでカッ

コいいですね！

 

　シャコ類の幼生は、アリマ型というものと、エ

リクタス型というものに大別されます。エリクタ

ス型は非常に多様な形態をしているものが知ら

れており、かっこいいもの、不思議なもの、い

ろいろいます。幼生と親の関係が明らかになっ

ているものは非常に少ないです。最近では、

DNA バーコーディングによって親子の対応を図

ることができますので、今後の調査次第では変

な幼生の正体が分かるかもしれませんね。

 

— 今回の特集では「シャコ」を使った料理も

扱ってるのですが、「シャコ」を食べたことは

ありますか？

　もちろん、食べたことはあります。ただ海無

し県出身なので、まったく身近な食べ物では無

かったですがね。シャコは美味しいですが、棘

で食べにくいし、苦労して剝いても可食部が少

なく感じますよね。シンガポールでトゲシャコ属

の一種の素揚げを食べたときは殻ごといってみ

たのですが、差し歯の前歯が欠けました。以来

食べてなかった気がします。生き物の研究をし

ていると、研究対象の味も知っておかねばなら

ないと言って積極的に自身の研究対象を食べる

人もいますが、私は野外調査でシャコ類をとって

くるのは標本を残して研究するためなので、食

べずに標本にしますね。

 

— 中島先生が感じる「シャコ」の魅力とは？

　大学学部生の頃に「シャコ」に出会ったので

すが、学術的に調べられていないことが多く、

研究対象としてそういった魅力を感じ、研究を

始めた部分もあります。後は単純で、眼がよく

動くので表情を感じる。これがかわいいんです。

メカメカしいビジュアルのわりに表情の変化が汲

み取れるという異質さも魅力だと思います。後

は尾節の形態も、丸いものから全体が棘だらけ

のものまで、多様な形態を見せてくれて、これ

も非常に魅力的です。

 

— ありがとうございました。読者にも「シャコ」

の魅力が伝わったのではないでしょうか！

— まずはじめに、「シャコ」とはどんな生き物

なのか教えてください。

　いわゆるシャコパンチ（編集部注：シャコの

中には高速で打撃を繰り出すものが知られてお

り、俗にこのように呼ばれることがある）を打

つことができる、大きく鎌状に発達した捕脚（ほ

きゃく）に、よく発達した複眼。「シャコ」の



Vol. 3 

 「宗教」と「シャコ」

2025/09/25　© Culture and Biology cultureandbiology.com
− 2 −

Figure 2. トラフシャコ Lysiosquilla maculata （刺型）の捕脚とモンハナシャコOdontodactylus scyllarus （打型）の捕脚。

仲間はこれらが非常に特徴的な生き物です

(Figure 1)。分類学的には口脚目（こうきゃくも

く）というグループに属している甲殻類です。

ここではシャコ類と呼びます。ちなみによく勘違

いされるのですが、名前が似ているアナジャコ

やエビジャコなどはシャコ類ではありません。ア

ナジャコやエビジャコなどは、エビ・カニ・ヤド

カリなどのグループと同じ、十脚目（じっきゃく

もく）に含まれます。シャコ類は捕脚の存在で、

この十脚目から容易に見分けることができます。

他にも、顎脚はシャコ類では 5 対（十脚目では

3 対）、歩くための脚（歩脚）はシャコ類では 3

対（十脚目では基本 5 対）、シャコ類では腹部

に鰓を有する（十脚目では頭胸部に有する）

なども、大きな特徴です。それだけシャコ類は

ユニークな形態を持っている生き物なんです。

— ひときわ大きい捕脚の機能についても教えて

ください。

　シャコ類には顎脚（がっきゃく）が 5 対あり

ますが、特に 2 番目の顎脚が大きく発達するこ

とで捕脚となっています。シャコ類の捕脚（第 2

顎 脚）は 大まか に 刺 型（Spearer）と打 型

（Smasher）の 2 グループの形状に分けることが

でき、それぞれ得意な場面が異なります。刺型

の例としてトラフシャコ Lysiosquilla maculata 

を、打 型 の 例 と し て モ ン ハ ナ シ ャ コ 

Odontodactylus scyllarus をそれぞれ 挙げます

(Figure 2)。刺型のトラフシャコが細くて棘のあ

る捕脚を、打型のモンハナシャコが太くて丸い

捕脚をもっているのが分かるでしょうか。一番先

端の節（指節）に着目すると、トラフシャコで

は指節が薄いですが、長く、内側に鋭い棘が

10 本ほどあります。この棘を利用して魚などを

引っかけたり、刺したりして捕まえることができ

ます。一方のモンハナシャコでは一番先端の指

節は短く、厚みがあり、大きく膨らんでいます。

また、捕脚（とくに長節）の大きさが頭部に占

める割合が大きいですよね。こういった形をして

いる捕脚の方が、パンチ力は強いです。このよ

うな捕脚を有する打型のシャコ類では、パンチ

によって貝や他の甲殻類などを割って食べること

が可能です。

　この２つの捕脚形態のグループは生息環境に

も反映されている場合が多いです。刺型は待ち

伏せて魚などを捕まえるので、巣穴で暮らして

いるタイプが多いです。一方、打型のシャコは

巣穴への依存度が低く、岩の間などに生息して

いることが多いです。なお、寿司ネタとして最も

馴染みの深いシャコ Oratosquilla oratoria は、

どちらかといえば刺型です。

— 第 2 顎脚がついている胸部（？）がエビや

カニより小さいのはなぜですか？

いい質問ですね！ 頭部と胸部を覆っている部位

を頭胸甲（とうきょうこう）といい、エビやカニ

では、頭部 5 節と胸部 8 節がほぼ完全に覆わ

れています。しかしシャコ類は頭胸甲が小さく、

第 4 胸節までしか頭胸甲で覆われていません。

以降の第 5 から第 8 胸節は癒合（くっつくこと）

しておらず、その後方にある腹節と同じように動

かすことができます。なお、第 6 から第 8 胸節

には歩脚（歩行に用いる脚）が付いています。

このように、頭胸甲で完全に覆われていないた

め、体をフレキシブルに動かせるメリットがあっ

たのではないかと考えられます。実際に、シャ

コ類はすごく狭い隙間でもくるんと体をコイルさ

せて方向転換するので、そういった機動力の高

さに関わっているはずです。

 

— エビやカニとは違う仲間なのですね！「シャ

コ」は系統的にエビやカニとどれくらい遠いの

ですか？

　シャコ類は軟甲綱という分類群に属していま

す。その中は大きく 3 つのグループ（亜綱）に

分けられると、形態的には考えられていました。

すなわち、シャコ類のみからなるトゲエビ亜綱、

コノハエビ亜綱、そして前述のエビ・カニを含

む十脚目に加え、ダンゴムシやヨコエビなどの

仲間も含む大きなグループである真軟甲亜綱で

す。つまり、シャコ類とエビ・カニよりも、ダン

ゴムシとエビ・カニの方が近縁であるというよう

な関係性でした。逆に、それだけシャコ類の形

態は他と異なっているということですね。ただし、

近年の分子系統解析研究からは、軟甲綱の中

の関係性はこれまでとは異なる風に解釈されて

います [1]。この研究によると、先ほどの例示と

は逆で、ダンゴムシとエビ・カニの仲間よりも、

「シャコ」とエビ・カニの仲間の方が近縁のよう

です。こうした研究が今後も進展すると、シャ

コ類の位置付けがさらに変わることも考えられま

す。

 

— 中島さんは分類学がご専門ということで、

「シャコ」の多様性についてもいろいろと研究さ

れていたのですよね。そもそも「シャコ」は何

種くらいいるのですか？ 

　全部で約 500 種が知られています。国内で

正式に記録がある種は 80 種くらいです。食用

になる種や有名どころ以外はほとんど一般に知

られませんから、この手の質問に答えると、そ

んなに種類がいるんですね！ と驚かれますが… 

甲殻類に詳しい人が聞いたら意外と少ないと思

われるでしょう。例えば等脚目（ダンゴムシな

どの仲間）などでは１万種くらいがいるといわれ

ていますから。なのでシャコ類は甲殻類の中で

はあまり種類の多いグループではないといえるで

しょう。

　それから私の専門の話ですが、仰る通りで分

類学的研究を、主にトラフシャコ上科シャコ類に

ついて行って来ました。国内で正式に記録があ

るシャコ類は 80 種ほどと先ほど言いましたが、

私の研究の結果見つかってきた未記載種（ざっ

くりいうと新種の候補）や国内未記録種を計上

していくと、100 種を超えることになりそうです。

甲殻類の中ではあまり種類の多いグループでは

ないといいましたが、まだまだ未知の種がいる

状況ではあります。まだ「シャコ」の新種は 3

種しか記載できていないので（この原稿が出る

ころにはもう一種増えてるかも）、もっと論文を

書かねばなりません。

 

— なるほど。では「シャコ」はどんなところで

生活しているのですか？

 

　シャコ類は海域のみに生息しており、川や湖

といった淡水域や陸上には、残念ながらいませ

ん。基本的には熱帯・亜熱帯の浅海域に多く

の種が分布しており、亜寒帯よりも北や、深海

に生息しているものはまれです。ちなみにシャコ

類の最深記録は 1500 m ほどです。基本的に

は浅海域の海底の岩やサンゴの隙間や、そう

いった基質の表面にあいた穴の中などに生息し

ている場合と、砂泥底などに穴を掘って生息し

ている場合があります。打型のシャコ類の場合

は前者が、刺型のシャコ類の場合は後者の生活

スタイルが多いですね。

　なお、岩などの穴に入っているシャコ類の場合

は、他の生物、例えば穿孔性の二枚貝類など

が空けた穴を二次利用していると言われていま

す。また、砂泥底に穴を掘って生息するような

種はたいてい 、U 字型といわれる開口部が 2

つある単純な巣穴を作っています。その巣穴は

粘液と思しきもので裏打ちされていて、ある程

度頑丈な作りになっています。私は博士課程の

時にはトラフシャコ上科シャコ類の分類学的研究

を主に行ってきましたが、彼らは基本的に砂泥

底に巣穴を掘って暮らしています。そのため干

潟では徒歩で、水深 30 mくらいまではスキュー

バダイビングで、それぞれ調査を行い、見つけ

た巣穴からヤビーポンプという手動の吸引器を用

いてシャコ類を吸引して採取していました。

— 「シャコ」の天敵はいますか？

　魚の吐き戻しや胃内容物としてシャコ類の標本

をいただくこともありますので、やはり魚がまず

天敵かと思います。それからタコも天敵ですね。

これは私の沖縄での実体験なのですが、夜の

干潟で何か食べているタコがいるなとすくってみ

たら、深い巣穴を掘るため捕まえるのが難しい

トラフシャコ科のシャコ類だったんです。ありが

たいことに頭部と尾部の分類形質を残してくれ

ていたので（Figure 3）、タコには申し訳ないで

すがその「シャコ」だけは標本として回収させ

ていただきました。後日それを調べたところ、

実は日本未記録属であることが分かったんです。

おかげ様でこの種は日本初記録の種、ノコバト

ラフシャコとして報告することができました [2]。

結局本種はあの個体以外見つかっていません。

タコのシャコ捕獲能力には脱帽です。なお、海

外に生息する Hemisquilla の一種が、タコの眉

間を正確に殴打して撃退する様子が撮影されて

います [3]。シャコもやられっぱなしではないよう

です。

— 「シャコ」同士でも縄張り争いなどはあるん

ですか？

 

　縄張り争いに関わると考えられる闘争が、特

に打型のシャコ類で知られています。打型のシャ

コ類の中でも、フトユビシャコ科やウニシャコ科

では、体の最後端に位置する尾節の背面が盛

り上がり、厚くなっています（Figure 4）。実は

これらの分類群のシャコ類は、この尾節でパン

チを受け止めることが知られています。特に、

パンチを受ける側は体を仰向けにしながら上体

を起こし、尾節を相手に向ける姿勢を取ります。

これによって、受けたパンチの衝撃を逃がすと

考えられています。また、交互に尾節を殴りあ

うことから、物理的ダメージを最小限に、儀式

的な闘争を行っていると考えられています。

　なお、刺型のシャコ類の場合は巣穴依存性が

高く、巣穴外で観察されること自体がほとんど

無いため、縄張り争いを含めた同種どうしの関

わり合いについては不明です。あ、でもトラフシャ

コの巣穴の中に手を突っ込むと殴られますよ。

巣穴の中という目に見えない場所で殴られるので

かなりびっくりします。真似はしないように（笑）。

— 卵の世話をするのはメスだけですか？

 

　エビやザリガニなんかを飼ったことがある人は

わかるかもしれませんが、彼らは卵をメスの腹部

（腹肢）につけます。カニもメスの腹部のいわゆ

るふんどしの部分で卵を抱えます。しかしシャ

コ類はそんなエビ・カニの仲間と異なり、腹肢

には鰓が付いています。ここに卵をつけること

はできません。ではどのように卵の世話をしてい

るのかというと、顎脚で抱えるんです。さすが「口

脚」目といったところでしょうか。シャコ類はこ

のような形で基本的にはメスが卵の世話をして

いるのですが、一部のシャコではオスも世話を

するということがわかってきました（Figure 5）。

これは僕が博士課程で研究していたコドモヒメ

シャコ属の一種なのですが、大人でも 2 センチ

くらいの小さい種です。このコドモヒメシャコ属

では U 字型の巣穴にオスとメスが同居している

のですが、オスも卵塊を抱えて世話している姿

が報告されています。腹肢に卵をつけなくて良

い分、オスも卵塊を世話できるということのよう

です。これは甲殻類では類をみないような珍し

い事例だと思われます。

— 「シャコ」はどれくらいの寿命なのですか？

　何年生きるのかとよく聞かれますが、わかりま

せん。これは甲殻類全体を通して言えることで

すが、脱皮をしてしまうので、例えば年輪のよ

うに残るものが無いからです。一応寿司ネタに

なるシャコ Oratosquilla oratoria では、3 年ほ

どと言われています。

 

— 幼生についてもよくわかっていないんですね。

いくつか幼生の写真を見せていただきましたが、

このニューギニアの幼生はジークアクスの「シャ

ロンの薔薇」（編集部注：『機動戦士 Gundam 

GQuuuuuuX』に登場する兵器）みたいでカッ

コいいですね！

 

　シャコ類の幼生は、アリマ型というものと、エ

リクタス型というものに大別されます。エリクタ

ス型は非常に多様な形態をしているものが知ら

れており、かっこいいもの、不思議なもの、い

ろいろいます。幼生と親の関係が明らかになっ

ているものは非常に少ないです。最近では、

DNA バーコーディングによって親子の対応を図

ることができますので、今後の調査次第では変

な幼生の正体が分かるかもしれませんね。

 

— 今回の特集では「シャコ」を使った料理も

扱ってるのですが、「シャコ」を食べたことは

ありますか？

　もちろん、食べたことはあります。ただ海無

し県出身なので、まったく身近な食べ物では無

かったですがね。シャコは美味しいですが、棘

で食べにくいし、苦労して剝いても可食部が少

なく感じますよね。シンガポールでトゲシャコ属

の一種の素揚げを食べたときは殻ごといってみ

たのですが、差し歯の前歯が欠けました。以来

食べてなかった気がします。生き物の研究をし

ていると、研究対象の味も知っておかねばなら

ないと言って積極的に自身の研究対象を食べる

人もいますが、私は野外調査でシャコ類をとって

くるのは標本を残して研究するためなので、食

べずに標本にしますね。

 

— 中島先生が感じる「シャコ」の魅力とは？

　大学学部生の頃に「シャコ」に出会ったので

すが、学術的に調べられていないことが多く、

研究対象としてそういった魅力を感じ、研究を

始めた部分もあります。後は単純で、眼がよく

動くので表情を感じる。これがかわいいんです。

メカメカしいビジュアルのわりに表情の変化が汲

み取れるという異質さも魅力だと思います。後

は尾節の形態も、丸いものから全体が棘だらけ

のものまで、多様な形態を見せてくれて、これ

も非常に魅力的です。

 

— ありがとうございました。読者にも「シャコ」

の魅力が伝わったのではないでしょうか！

— まずはじめに、「シャコ」とはどんな生き物

なのか教えてください。

　いわゆるシャコパンチ（編集部注：シャコの

中には高速で打撃を繰り出すものが知られてお

り、俗にこのように呼ばれることがある）を打

つことができる、大きく鎌状に発達した捕脚（ほ

きゃく）に、よく発達した複眼。「シャコ」の
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仲間はこれらが非常に特徴的な生き物です

(Figure 1)。分類学的には口脚目（こうきゃくも

く）というグループに属している甲殻類です。

ここではシャコ類と呼びます。ちなみによく勘違

いされるのですが、名前が似ているアナジャコ

やエビジャコなどはシャコ類ではありません。ア

ナジャコやエビジャコなどは、エビ・カニ・ヤド

カリなどのグループと同じ、十脚目（じっきゃく

もく）に含まれます。シャコ類は捕脚の存在で、

この十脚目から容易に見分けることができます。

他にも、顎脚はシャコ類では 5 対（十脚目では

3 対）、歩くための脚（歩脚）はシャコ類では 3

対（十脚目では基本 5 対）、シャコ類では腹部

に鰓を有する（十脚目では頭胸部に有する）

なども、大きな特徴です。それだけシャコ類は

ユニークな形態を持っている生き物なんです。

— ひときわ大きい捕脚の機能についても教えて

ください。

　シャコ類には顎脚（がっきゃく）が 5 対あり

ますが、特に 2 番目の顎脚が大きく発達するこ

とで捕脚となっています。シャコ類の捕脚（第 2

顎 脚）は 大まか に 刺 型（Spearer）と打 型

（Smasher）の 2 グループの形状に分けることが

でき、それぞれ得意な場面が異なります。刺型

の例としてトラフシャコ Lysiosquilla maculata 

を、打 型 の 例 と し て モ ン ハ ナ シ ャ コ 

Odontodactylus scyllarus をそれぞれ 挙げます

(Figure 2)。刺型のトラフシャコが細くて棘のあ

る捕脚を、打型のモンハナシャコが太くて丸い

捕脚をもっているのが分かるでしょうか。一番先

端の節（指節）に着目すると、トラフシャコで

は指節が薄いですが、長く、内側に鋭い棘が

10 本ほどあります。この棘を利用して魚などを

引っかけたり、刺したりして捕まえることができ

ます。一方のモンハナシャコでは一番先端の指

節は短く、厚みがあり、大きく膨らんでいます。

また、捕脚（とくに長節）の大きさが頭部に占

める割合が大きいですよね。こういった形をして

いる捕脚の方が、パンチ力は強いです。このよ

うな捕脚を有する打型のシャコ類では、パンチ

によって貝や他の甲殻類などを割って食べること

が可能です。

　この２つの捕脚形態のグループは生息環境に

も反映されている場合が多いです。刺型は待ち

伏せて魚などを捕まえるので、巣穴で暮らして

いるタイプが多いです。一方、打型のシャコは

巣穴への依存度が低く、岩の間などに生息して

いることが多いです。なお、寿司ネタとして最も

馴染みの深いシャコ Oratosquilla oratoria は、

どちらかといえば刺型です。

— 第 2 顎脚がついている胸部（？）がエビや

カニより小さいのはなぜですか？

いい質問ですね！ 頭部と胸部を覆っている部位

を頭胸甲（とうきょうこう）といい、エビやカニ

では、頭部 5 節と胸部 8 節がほぼ完全に覆わ

れています。しかしシャコ類は頭胸甲が小さく、

第 4 胸節までしか頭胸甲で覆われていません。

以降の第 5 から第 8 胸節は癒合（くっつくこと）

しておらず、その後方にある腹節と同じように動

かすことができます。なお、第 6 から第 8 胸節

には歩脚（歩行に用いる脚）が付いています。

このように、頭胸甲で完全に覆われていないた

め、体をフレキシブルに動かせるメリットがあっ

たのではないかと考えられます。実際に、シャ

コ類はすごく狭い隙間でもくるんと体をコイルさ

せて方向転換するので、そういった機動力の高

さに関わっているはずです。

 

— エビやカニとは違う仲間なのですね！「シャ

コ」は系統的にエビやカニとどれくらい遠いの

ですか？

　シャコ類は軟甲綱という分類群に属していま

す。その中は大きく 3 つのグループ（亜綱）に

分けられると、形態的には考えられていました。

すなわち、シャコ類のみからなるトゲエビ亜綱、

コノハエビ亜綱、そして前述のエビ・カニを含

む十脚目に加え、ダンゴムシやヨコエビなどの

仲間も含む大きなグループである真軟甲亜綱で

す。つまり、シャコ類とエビ・カニよりも、ダン

ゴムシとエビ・カニの方が近縁であるというよう

な関係性でした。逆に、それだけシャコ類の形

態は他と異なっているということですね。ただし、

近年の分子系統解析研究からは、軟甲綱の中

の関係性はこれまでとは異なる風に解釈されて

います [1]。この研究によると、先ほどの例示と

は逆で、ダンゴムシとエビ・カニの仲間よりも、

「シャコ」とエビ・カニの仲間の方が近縁のよう

です。こうした研究が今後も進展すると、シャ

コ類の位置付けがさらに変わることも考えられま

す。

 

— 中島さんは分類学がご専門ということで、

「シャコ」の多様性についてもいろいろと研究さ

れていたのですよね。そもそも「シャコ」は何

種くらいいるのですか？ 

　全部で約 500 種が知られています。国内で

正式に記録がある種は 80 種くらいです。食用

になる種や有名どころ以外はほとんど一般に知

られませんから、この手の質問に答えると、そ

んなに種類がいるんですね！ と驚かれますが… 

甲殻類に詳しい人が聞いたら意外と少ないと思

われるでしょう。例えば等脚目（ダンゴムシな

どの仲間）などでは１万種くらいがいるといわれ

ていますから。なのでシャコ類は甲殻類の中で

はあまり種類の多いグループではないといえるで

しょう。

　それから私の専門の話ですが、仰る通りで分

類学的研究を、主にトラフシャコ上科シャコ類に

ついて行って来ました。国内で正式に記録があ

るシャコ類は 80 種ほどと先ほど言いましたが、

私の研究の結果見つかってきた未記載種（ざっ

くりいうと新種の候補）や国内未記録種を計上

していくと、100 種を超えることになりそうです。

甲殻類の中ではあまり種類の多いグループでは

ないといいましたが、まだまだ未知の種がいる

状況ではあります。まだ「シャコ」の新種は 3

種しか記載できていないので（この原稿が出る

ころにはもう一種増えてるかも）、もっと論文を

書かねばなりません。

 

— なるほど。では「シャコ」はどんなところで

生活しているのですか？

 

　シャコ類は海域のみに生息しており、川や湖

といった淡水域や陸上には、残念ながらいませ

ん。基本的には熱帯・亜熱帯の浅海域に多く

の種が分布しており、亜寒帯よりも北や、深海

に生息しているものはまれです。ちなみにシャコ

類の最深記録は 1500 m ほどです。基本的に

は浅海域の海底の岩やサンゴの隙間や、そう

いった基質の表面にあいた穴の中などに生息し

ている場合と、砂泥底などに穴を掘って生息し

ている場合があります。打型のシャコ類の場合

は前者が、刺型のシャコ類の場合は後者の生活

スタイルが多いですね。

　なお、岩などの穴に入っているシャコ類の場合

は、他の生物、例えば穿孔性の二枚貝類など

が空けた穴を二次利用していると言われていま

す。また、砂泥底に穴を掘って生息するような

種はたいてい 、U 字型といわれる開口部が 2

つある単純な巣穴を作っています。その巣穴は

粘液と思しきもので裏打ちされていて、ある程

度頑丈な作りになっています。私は博士課程の

時にはトラフシャコ上科シャコ類の分類学的研究

を主に行ってきましたが、彼らは基本的に砂泥

底に巣穴を掘って暮らしています。そのため干

潟では徒歩で、水深 30 mくらいまではスキュー

バダイビングで、それぞれ調査を行い、見つけ

た巣穴からヤビーポンプという手動の吸引器を用

いてシャコ類を吸引して採取していました。

— 「シャコ」の天敵はいますか？

　魚の吐き戻しや胃内容物としてシャコ類の標本

をいただくこともありますので、やはり魚がまず

天敵かと思います。それからタコも天敵ですね。

これは私の沖縄での実体験なのですが、夜の

干潟で何か食べているタコがいるなとすくってみ

たら、深い巣穴を掘るため捕まえるのが難しい

トラフシャコ科のシャコ類だったんです。ありが

たいことに頭部と尾部の分類形質を残してくれ

ていたので（Figure 3）、タコには申し訳ないで

すがその「シャコ」だけは標本として回収させ

ていただきました。後日それを調べたところ、

実は日本未記録属であることが分かったんです。

おかげ様でこの種は日本初記録の種、ノコバト

ラフシャコとして報告することができました [2]。

結局本種はあの個体以外見つかっていません。

タコのシャコ捕獲能力には脱帽です。なお、海

外に生息する Hemisquilla の一種が、タコの眉

間を正確に殴打して撃退する様子が撮影されて

います [3]。シャコもやられっぱなしではないよう

です。

— 「シャコ」同士でも縄張り争いなどはあるん

ですか？

 

　縄張り争いに関わると考えられる闘争が、特

に打型のシャコ類で知られています。打型のシャ

コ類の中でも、フトユビシャコ科やウニシャコ科

では、体の最後端に位置する尾節の背面が盛

り上がり、厚くなっています（Figure 4）。実は

これらの分類群のシャコ類は、この尾節でパン

チを受け止めることが知られています。特に、

パンチを受ける側は体を仰向けにしながら上体

を起こし、尾節を相手に向ける姿勢を取ります。

これによって、受けたパンチの衝撃を逃がすと

考えられています。また、交互に尾節を殴りあ

うことから、物理的ダメージを最小限に、儀式

的な闘争を行っていると考えられています。

　なお、刺型のシャコ類の場合は巣穴依存性が

高く、巣穴外で観察されること自体がほとんど

無いため、縄張り争いを含めた同種どうしの関

わり合いについては不明です。あ、でもトラフシャ

コの巣穴の中に手を突っ込むと殴られますよ。

巣穴の中という目に見えない場所で殴られるので

かなりびっくりします。真似はしないように（笑）。

— 卵の世話をするのはメスだけですか？

 

　エビやザリガニなんかを飼ったことがある人は

わかるかもしれませんが、彼らは卵をメスの腹部

（腹肢）につけます。カニもメスの腹部のいわゆ

るふんどしの部分で卵を抱えます。しかしシャ

コ類はそんなエビ・カニの仲間と異なり、腹肢

には鰓が付いています。ここに卵をつけること

はできません。ではどのように卵の世話をしてい

るのかというと、顎脚で抱えるんです。さすが「口

脚」目といったところでしょうか。シャコ類はこ

のような形で基本的にはメスが卵の世話をして

いるのですが、一部のシャコではオスも世話を

するということがわかってきました（Figure 5）。

これは僕が博士課程で研究していたコドモヒメ

シャコ属の一種なのですが、大人でも 2 センチ

くらいの小さい種です。このコドモヒメシャコ属

では U 字型の巣穴にオスとメスが同居している

のですが、オスも卵塊を抱えて世話している姿

が報告されています。腹肢に卵をつけなくて良

い分、オスも卵塊を世話できるということのよう

です。これは甲殻類では類をみないような珍し

い事例だと思われます。

— 「シャコ」はどれくらいの寿命なのですか？

　何年生きるのかとよく聞かれますが、わかりま

せん。これは甲殻類全体を通して言えることで

すが、脱皮をしてしまうので、例えば年輪のよ

うに残るものが無いからです。一応寿司ネタに

なるシャコ Oratosquilla oratoria では、3 年ほ

どと言われています。

 

— 幼生についてもよくわかっていないんですね。

いくつか幼生の写真を見せていただきましたが、

このニューギニアの幼生はジークアクスの「シャ

ロンの薔薇」（編集部注：『機動戦士 Gundam 

GQuuuuuuX』に登場する兵器）みたいでカッ

コいいですね！

 

　シャコ類の幼生は、アリマ型というものと、エ

リクタス型というものに大別されます。エリクタ

ス型は非常に多様な形態をしているものが知ら

れており、かっこいいもの、不思議なもの、い

ろいろいます。幼生と親の関係が明らかになっ

ているものは非常に少ないです。最近では、

DNA バーコーディングによって親子の対応を図

ることができますので、今後の調査次第では変

な幼生の正体が分かるかもしれませんね。

 

— 今回の特集では「シャコ」を使った料理も

扱ってるのですが、「シャコ」を食べたことは

ありますか？

　もちろん、食べたことはあります。ただ海無

し県出身なので、まったく身近な食べ物では無

かったですがね。シャコは美味しいですが、棘

で食べにくいし、苦労して剝いても可食部が少

なく感じますよね。シンガポールでトゲシャコ属

の一種の素揚げを食べたときは殻ごといってみ

たのですが、差し歯の前歯が欠けました。以来

食べてなかった気がします。生き物の研究をし

ていると、研究対象の味も知っておかねばなら

ないと言って積極的に自身の研究対象を食べる

人もいますが、私は野外調査でシャコ類をとって

くるのは標本を残して研究するためなので、食

べずに標本にしますね。

 

— 中島先生が感じる「シャコ」の魅力とは？

　大学学部生の頃に「シャコ」に出会ったので

すが、学術的に調べられていないことが多く、

研究対象としてそういった魅力を感じ、研究を

始めた部分もあります。後は単純で、眼がよく

動くので表情を感じる。これがかわいいんです。

メカメカしいビジュアルのわりに表情の変化が汲

み取れるという異質さも魅力だと思います。後

は尾節の形態も、丸いものから全体が棘だらけ

のものまで、多様な形態を見せてくれて、これ

も非常に魅力的です。

 

— ありがとうございました。読者にも「シャコ」

の魅力が伝わったのではないでしょうか！

— まずはじめに、「シャコ」とはどんな生き物

なのか教えてください。

　いわゆるシャコパンチ（編集部注：シャコの

中には高速で打撃を繰り出すものが知られてお

り、俗にこのように呼ばれることがある）を打

つことができる、大きく鎌状に発達した捕脚（ほ

きゃく）に、よく発達した複眼。「シャコ」の
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Figure 3. 腹部を食べられたノコバトラフシャコ。タコは 

Callistoctopus aspilosomatis と思しきもの。

仲間はこれらが非常に特徴的な生き物です

(Figure 1)。分類学的には口脚目（こうきゃくも

く）というグループに属している甲殻類です。

ここではシャコ類と呼びます。ちなみによく勘違

いされるのですが、名前が似ているアナジャコ

やエビジャコなどはシャコ類ではありません。ア

ナジャコやエビジャコなどは、エビ・カニ・ヤド

カリなどのグループと同じ、十脚目（じっきゃく

もく）に含まれます。シャコ類は捕脚の存在で、

この十脚目から容易に見分けることができます。

他にも、顎脚はシャコ類では 5 対（十脚目では

3 対）、歩くための脚（歩脚）はシャコ類では 3

対（十脚目では基本 5 対）、シャコ類では腹部

に鰓を有する（十脚目では頭胸部に有する）

なども、大きな特徴です。それだけシャコ類は

ユニークな形態を持っている生き物なんです。

— ひときわ大きい捕脚の機能についても教えて

ください。

　シャコ類には顎脚（がっきゃく）が 5 対あり

ますが、特に 2 番目の顎脚が大きく発達するこ

とで捕脚となっています。シャコ類の捕脚（第 2

顎 脚）は 大まか に 刺 型（Spearer）と打 型

（Smasher）の 2 グループの形状に分けることが

でき、それぞれ得意な場面が異なります。刺型

の例としてトラフシャコ Lysiosquilla maculata 

を、打 型 の 例 と し て モ ン ハ ナ シ ャ コ 

Odontodactylus scyllarus をそれぞれ 挙げます

(Figure 2)。刺型のトラフシャコが細くて棘のあ

る捕脚を、打型のモンハナシャコが太くて丸い

捕脚をもっているのが分かるでしょうか。一番先

端の節（指節）に着目すると、トラフシャコで

は指節が薄いですが、長く、内側に鋭い棘が

10 本ほどあります。この棘を利用して魚などを

引っかけたり、刺したりして捕まえることができ

ます。一方のモンハナシャコでは一番先端の指

節は短く、厚みがあり、大きく膨らんでいます。

また、捕脚（とくに長節）の大きさが頭部に占

める割合が大きいですよね。こういった形をして

いる捕脚の方が、パンチ力は強いです。このよ

うな捕脚を有する打型のシャコ類では、パンチ

によって貝や他の甲殻類などを割って食べること

が可能です。

　この２つの捕脚形態のグループは生息環境に

も反映されている場合が多いです。刺型は待ち

伏せて魚などを捕まえるので、巣穴で暮らして

いるタイプが多いです。一方、打型のシャコは

巣穴への依存度が低く、岩の間などに生息して

いることが多いです。なお、寿司ネタとして最も

馴染みの深いシャコ Oratosquilla oratoria は、

どちらかといえば刺型です。

— 第 2 顎脚がついている胸部（？）がエビや

カニより小さいのはなぜですか？

いい質問ですね！ 頭部と胸部を覆っている部位

を頭胸甲（とうきょうこう）といい、エビやカニ

では、頭部 5 節と胸部 8 節がほぼ完全に覆わ

れています。しかしシャコ類は頭胸甲が小さく、

第 4 胸節までしか頭胸甲で覆われていません。

以降の第 5 から第 8 胸節は癒合（くっつくこと）

しておらず、その後方にある腹節と同じように動

かすことができます。なお、第 6 から第 8 胸節

には歩脚（歩行に用いる脚）が付いています。

このように、頭胸甲で完全に覆われていないた

め、体をフレキシブルに動かせるメリットがあっ

たのではないかと考えられます。実際に、シャ

コ類はすごく狭い隙間でもくるんと体をコイルさ

せて方向転換するので、そういった機動力の高

さに関わっているはずです。

 

— エビやカニとは違う仲間なのですね！「シャ

コ」は系統的にエビやカニとどれくらい遠いの

ですか？

　シャコ類は軟甲綱という分類群に属していま

す。その中は大きく 3 つのグループ（亜綱）に

分けられると、形態的には考えられていました。

すなわち、シャコ類のみからなるトゲエビ亜綱、

コノハエビ亜綱、そして前述のエビ・カニを含

む十脚目に加え、ダンゴムシやヨコエビなどの

仲間も含む大きなグループである真軟甲亜綱で

す。つまり、シャコ類とエビ・カニよりも、ダン

ゴムシとエビ・カニの方が近縁であるというよう

な関係性でした。逆に、それだけシャコ類の形

態は他と異なっているということですね。ただし、

近年の分子系統解析研究からは、軟甲綱の中

の関係性はこれまでとは異なる風に解釈されて

います [1]。この研究によると、先ほどの例示と

は逆で、ダンゴムシとエビ・カニの仲間よりも、

「シャコ」とエビ・カニの仲間の方が近縁のよう

です。こうした研究が今後も進展すると、シャ

コ類の位置付けがさらに変わることも考えられま

す。

 

— 中島さんは分類学がご専門ということで、

「シャコ」の多様性についてもいろいろと研究さ

れていたのですよね。そもそも「シャコ」は何

種くらいいるのですか？ 

　全部で約 500 種が知られています。国内で

正式に記録がある種は 80 種くらいです。食用

になる種や有名どころ以外はほとんど一般に知

られませんから、この手の質問に答えると、そ

んなに種類がいるんですね！ と驚かれますが… 

甲殻類に詳しい人が聞いたら意外と少ないと思

われるでしょう。例えば等脚目（ダンゴムシな

どの仲間）などでは１万種くらいがいるといわれ

ていますから。なのでシャコ類は甲殻類の中で

はあまり種類の多いグループではないといえるで

しょう。

　それから私の専門の話ですが、仰る通りで分

類学的研究を、主にトラフシャコ上科シャコ類に

ついて行って来ました。国内で正式に記録があ

るシャコ類は 80 種ほどと先ほど言いましたが、

私の研究の結果見つかってきた未記載種（ざっ

くりいうと新種の候補）や国内未記録種を計上

していくと、100 種を超えることになりそうです。

甲殻類の中ではあまり種類の多いグループでは

ないといいましたが、まだまだ未知の種がいる

状況ではあります。まだ「シャコ」の新種は 3

種しか記載できていないので（この原稿が出る

ころにはもう一種増えてるかも）、もっと論文を

書かねばなりません。

 

— なるほど。では「シャコ」はどんなところで

生活しているのですか？

 

　シャコ類は海域のみに生息しており、川や湖

といった淡水域や陸上には、残念ながらいませ

ん。基本的には熱帯・亜熱帯の浅海域に多く

の種が分布しており、亜寒帯よりも北や、深海

に生息しているものはまれです。ちなみにシャコ

類の最深記録は 1500 m ほどです。基本的に

は浅海域の海底の岩やサンゴの隙間や、そう

いった基質の表面にあいた穴の中などに生息し

ている場合と、砂泥底などに穴を掘って生息し

ている場合があります。打型のシャコ類の場合

は前者が、刺型のシャコ類の場合は後者の生活

スタイルが多いですね。

　なお、岩などの穴に入っているシャコ類の場合

は、他の生物、例えば穿孔性の二枚貝類など

が空けた穴を二次利用していると言われていま

す。また、砂泥底に穴を掘って生息するような

種はたいてい 、U 字型といわれる開口部が 2

つある単純な巣穴を作っています。その巣穴は

粘液と思しきもので裏打ちされていて、ある程

度頑丈な作りになっています。私は博士課程の

時にはトラフシャコ上科シャコ類の分類学的研究

を主に行ってきましたが、彼らは基本的に砂泥

底に巣穴を掘って暮らしています。そのため干

潟では徒歩で、水深 30 mくらいまではスキュー

バダイビングで、それぞれ調査を行い、見つけ

た巣穴からヤビーポンプという手動の吸引器を用

いてシャコ類を吸引して採取していました。

— 「シャコ」の天敵はいますか？

　魚の吐き戻しや胃内容物としてシャコ類の標本

をいただくこともありますので、やはり魚がまず

天敵かと思います。それからタコも天敵ですね。

これは私の沖縄での実体験なのですが、夜の

干潟で何か食べているタコがいるなとすくってみ

たら、深い巣穴を掘るため捕まえるのが難しい

トラフシャコ科のシャコ類だったんです。ありが

たいことに頭部と尾部の分類形質を残してくれ

ていたので（Figure 3）、タコには申し訳ないで

すがその「シャコ」だけは標本として回収させ

ていただきました。後日それを調べたところ、

実は日本未記録属であることが分かったんです。

おかげ様でこの種は日本初記録の種、ノコバト

ラフシャコとして報告することができました [2]。

結局本種はあの個体以外見つかっていません。

タコのシャコ捕獲能力には脱帽です。なお、海

外に生息する Hemisquilla の一種が、タコの眉

間を正確に殴打して撃退する様子が撮影されて

います [3]。シャコもやられっぱなしではないよう

です。

— 「シャコ」同士でも縄張り争いなどはあるん

ですか？

 

　縄張り争いに関わると考えられる闘争が、特

に打型のシャコ類で知られています。打型のシャ

コ類の中でも、フトユビシャコ科やウニシャコ科

では、体の最後端に位置する尾節の背面が盛

り上がり、厚くなっています（Figure 4）。実は

これらの分類群のシャコ類は、この尾節でパン

チを受け止めることが知られています。特に、

パンチを受ける側は体を仰向けにしながら上体

を起こし、尾節を相手に向ける姿勢を取ります。

これによって、受けたパンチの衝撃を逃がすと

考えられています。また、交互に尾節を殴りあ

うことから、物理的ダメージを最小限に、儀式

的な闘争を行っていると考えられています。

　なお、刺型のシャコ類の場合は巣穴依存性が

高く、巣穴外で観察されること自体がほとんど

無いため、縄張り争いを含めた同種どうしの関

わり合いについては不明です。あ、でもトラフシャ

コの巣穴の中に手を突っ込むと殴られますよ。

巣穴の中という目に見えない場所で殴られるので

かなりびっくりします。真似はしないように（笑）。

— 卵の世話をするのはメスだけですか？

 

　エビやザリガニなんかを飼ったことがある人は

わかるかもしれませんが、彼らは卵をメスの腹部

（腹肢）につけます。カニもメスの腹部のいわゆ

るふんどしの部分で卵を抱えます。しかしシャ

コ類はそんなエビ・カニの仲間と異なり、腹肢

には鰓が付いています。ここに卵をつけること

はできません。ではどのように卵の世話をしてい

るのかというと、顎脚で抱えるんです。さすが「口

脚」目といったところでしょうか。シャコ類はこ

のような形で基本的にはメスが卵の世話をして

いるのですが、一部のシャコではオスも世話を

するということがわかってきました（Figure 5）。

これは僕が博士課程で研究していたコドモヒメ

シャコ属の一種なのですが、大人でも 2 センチ

くらいの小さい種です。このコドモヒメシャコ属

では U 字型の巣穴にオスとメスが同居している

のですが、オスも卵塊を抱えて世話している姿

が報告されています。腹肢に卵をつけなくて良

い分、オスも卵塊を世話できるということのよう

です。これは甲殻類では類をみないような珍し

い事例だと思われます。

— 「シャコ」はどれくらいの寿命なのですか？

　何年生きるのかとよく聞かれますが、わかりま

せん。これは甲殻類全体を通して言えることで

すが、脱皮をしてしまうので、例えば年輪のよ

うに残るものが無いからです。一応寿司ネタに

なるシャコ Oratosquilla oratoria では、3 年ほ

どと言われています。

 

— 幼生についてもよくわかっていないんですね。

いくつか幼生の写真を見せていただきましたが、

このニューギニアの幼生はジークアクスの「シャ

ロンの薔薇」（編集部注：『機動戦士 Gundam 

GQuuuuuuX』に登場する兵器）みたいでカッ

コいいですね！

 

　シャコ類の幼生は、アリマ型というものと、エ

リクタス型というものに大別されます。エリクタ

ス型は非常に多様な形態をしているものが知ら

れており、かっこいいもの、不思議なもの、い

ろいろいます。幼生と親の関係が明らかになっ

ているものは非常に少ないです。最近では、

DNA バーコーディングによって親子の対応を図

ることができますので、今後の調査次第では変

な幼生の正体が分かるかもしれませんね。

 

— 今回の特集では「シャコ」を使った料理も

扱ってるのですが、「シャコ」を食べたことは

ありますか？

　もちろん、食べたことはあります。ただ海無

し県出身なので、まったく身近な食べ物では無

かったですがね。シャコは美味しいですが、棘

で食べにくいし、苦労して剝いても可食部が少

なく感じますよね。シンガポールでトゲシャコ属

の一種の素揚げを食べたときは殻ごといってみ

たのですが、差し歯の前歯が欠けました。以来

食べてなかった気がします。生き物の研究をし

ていると、研究対象の味も知っておかねばなら

ないと言って積極的に自身の研究対象を食べる

人もいますが、私は野外調査でシャコ類をとって

くるのは標本を残して研究するためなので、食

べずに標本にしますね。

 

— 中島先生が感じる「シャコ」の魅力とは？

　大学学部生の頃に「シャコ」に出会ったので

すが、学術的に調べられていないことが多く、

研究対象としてそういった魅力を感じ、研究を

始めた部分もあります。後は単純で、眼がよく

動くので表情を感じる。これがかわいいんです。

メカメカしいビジュアルのわりに表情の変化が汲

み取れるという異質さも魅力だと思います。後

は尾節の形態も、丸いものから全体が棘だらけ

のものまで、多様な形態を見せてくれて、これ

も非常に魅力的です。

 

— ありがとうございました。読者にも「シャコ」

の魅力が伝わったのではないでしょうか！

— まずはじめに、「シャコ」とはどんな生き物

なのか教えてください。

　いわゆるシャコパンチ（編集部注：シャコの

中には高速で打撃を繰り出すものが知られてお

り、俗にこのように呼ばれることがある）を打

つことができる、大きく鎌状に発達した捕脚（ほ

きゃく）に、よく発達した複眼。「シャコ」の
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Figure 4. フトユビシャコモドキ Gonodactylaceus falcatus の尾節。

Figure 5. コドモヒメシャコ属のオスが抱卵している様子

仲間はこれらが非常に特徴的な生き物です

(Figure 1)。分類学的には口脚目（こうきゃくも

く）というグループに属している甲殻類です。

ここではシャコ類と呼びます。ちなみによく勘違

いされるのですが、名前が似ているアナジャコ

やエビジャコなどはシャコ類ではありません。ア

ナジャコやエビジャコなどは、エビ・カニ・ヤド

カリなどのグループと同じ、十脚目（じっきゃく

もく）に含まれます。シャコ類は捕脚の存在で、

この十脚目から容易に見分けることができます。

他にも、顎脚はシャコ類では 5 対（十脚目では

3 対）、歩くための脚（歩脚）はシャコ類では 3

対（十脚目では基本 5 対）、シャコ類では腹部

に鰓を有する（十脚目では頭胸部に有する）

なども、大きな特徴です。それだけシャコ類は

ユニークな形態を持っている生き物なんです。

— ひときわ大きい捕脚の機能についても教えて

ください。

　シャコ類には顎脚（がっきゃく）が 5 対あり

ますが、特に 2 番目の顎脚が大きく発達するこ

とで捕脚となっています。シャコ類の捕脚（第 2

顎 脚）は 大まか に 刺 型（Spearer）と打 型

（Smasher）の 2 グループの形状に分けることが

でき、それぞれ得意な場面が異なります。刺型

の例としてトラフシャコ Lysiosquilla maculata 

を、打 型 の 例 と し て モ ン ハ ナ シ ャ コ 

Odontodactylus scyllarus をそれぞれ 挙げます

(Figure 2)。刺型のトラフシャコが細くて棘のあ

る捕脚を、打型のモンハナシャコが太くて丸い

捕脚をもっているのが分かるでしょうか。一番先

端の節（指節）に着目すると、トラフシャコで

は指節が薄いですが、長く、内側に鋭い棘が

10 本ほどあります。この棘を利用して魚などを

引っかけたり、刺したりして捕まえることができ

ます。一方のモンハナシャコでは一番先端の指

節は短く、厚みがあり、大きく膨らんでいます。

また、捕脚（とくに長節）の大きさが頭部に占

める割合が大きいですよね。こういった形をして

いる捕脚の方が、パンチ力は強いです。このよ

うな捕脚を有する打型のシャコ類では、パンチ

によって貝や他の甲殻類などを割って食べること

が可能です。

　この２つの捕脚形態のグループは生息環境に

も反映されている場合が多いです。刺型は待ち

伏せて魚などを捕まえるので、巣穴で暮らして

いるタイプが多いです。一方、打型のシャコは

巣穴への依存度が低く、岩の間などに生息して

いることが多いです。なお、寿司ネタとして最も

馴染みの深いシャコ Oratosquilla oratoria は、

どちらかといえば刺型です。

— 第 2 顎脚がついている胸部（？）がエビや

カニより小さいのはなぜですか？

いい質問ですね！ 頭部と胸部を覆っている部位

を頭胸甲（とうきょうこう）といい、エビやカニ

では、頭部 5 節と胸部 8 節がほぼ完全に覆わ

れています。しかしシャコ類は頭胸甲が小さく、

第 4 胸節までしか頭胸甲で覆われていません。

以降の第 5 から第 8 胸節は癒合（くっつくこと）

しておらず、その後方にある腹節と同じように動

かすことができます。なお、第 6 から第 8 胸節

には歩脚（歩行に用いる脚）が付いています。

このように、頭胸甲で完全に覆われていないた

め、体をフレキシブルに動かせるメリットがあっ

たのではないかと考えられます。実際に、シャ

コ類はすごく狭い隙間でもくるんと体をコイルさ

せて方向転換するので、そういった機動力の高

さに関わっているはずです。

 

— エビやカニとは違う仲間なのですね！「シャ

コ」は系統的にエビやカニとどれくらい遠いの

ですか？

　シャコ類は軟甲綱という分類群に属していま

す。その中は大きく 3 つのグループ（亜綱）に

分けられると、形態的には考えられていました。

すなわち、シャコ類のみからなるトゲエビ亜綱、

コノハエビ亜綱、そして前述のエビ・カニを含

む十脚目に加え、ダンゴムシやヨコエビなどの

仲間も含む大きなグループである真軟甲亜綱で

す。つまり、シャコ類とエビ・カニよりも、ダン

ゴムシとエビ・カニの方が近縁であるというよう

な関係性でした。逆に、それだけシャコ類の形

態は他と異なっているということですね。ただし、

近年の分子系統解析研究からは、軟甲綱の中

の関係性はこれまでとは異なる風に解釈されて

います [1]。この研究によると、先ほどの例示と

は逆で、ダンゴムシとエビ・カニの仲間よりも、

「シャコ」とエビ・カニの仲間の方が近縁のよう

です。こうした研究が今後も進展すると、シャ

コ類の位置付けがさらに変わることも考えられま

す。

 

— 中島さんは分類学がご専門ということで、

「シャコ」の多様性についてもいろいろと研究さ

れていたのですよね。そもそも「シャコ」は何

種くらいいるのですか？ 

　全部で約 500 種が知られています。国内で

正式に記録がある種は 80 種くらいです。食用

になる種や有名どころ以外はほとんど一般に知

られませんから、この手の質問に答えると、そ

んなに種類がいるんですね！ と驚かれますが… 

甲殻類に詳しい人が聞いたら意外と少ないと思

われるでしょう。例えば等脚目（ダンゴムシな

どの仲間）などでは１万種くらいがいるといわれ

ていますから。なのでシャコ類は甲殻類の中で

はあまり種類の多いグループではないといえるで

しょう。

　それから私の専門の話ですが、仰る通りで分

類学的研究を、主にトラフシャコ上科シャコ類に

ついて行って来ました。国内で正式に記録があ

るシャコ類は 80 種ほどと先ほど言いましたが、

私の研究の結果見つかってきた未記載種（ざっ

くりいうと新種の候補）や国内未記録種を計上

していくと、100 種を超えることになりそうです。

甲殻類の中ではあまり種類の多いグループでは

ないといいましたが、まだまだ未知の種がいる

状況ではあります。まだ「シャコ」の新種は 3

種しか記載できていないので（この原稿が出る

ころにはもう一種増えてるかも）、もっと論文を

書かねばなりません。

 

— なるほど。では「シャコ」はどんなところで

生活しているのですか？

 

　シャコ類は海域のみに生息しており、川や湖

といった淡水域や陸上には、残念ながらいませ

ん。基本的には熱帯・亜熱帯の浅海域に多く

の種が分布しており、亜寒帯よりも北や、深海

に生息しているものはまれです。ちなみにシャコ

類の最深記録は 1500 m ほどです。基本的に

は浅海域の海底の岩やサンゴの隙間や、そう

いった基質の表面にあいた穴の中などに生息し

ている場合と、砂泥底などに穴を掘って生息し

ている場合があります。打型のシャコ類の場合

は前者が、刺型のシャコ類の場合は後者の生活

スタイルが多いですね。

　なお、岩などの穴に入っているシャコ類の場合

は、他の生物、例えば穿孔性の二枚貝類など

が空けた穴を二次利用していると言われていま

す。また、砂泥底に穴を掘って生息するような

種はたいてい 、U 字型といわれる開口部が 2

つある単純な巣穴を作っています。その巣穴は

粘液と思しきもので裏打ちされていて、ある程

度頑丈な作りになっています。私は博士課程の

時にはトラフシャコ上科シャコ類の分類学的研究

を主に行ってきましたが、彼らは基本的に砂泥

底に巣穴を掘って暮らしています。そのため干

潟では徒歩で、水深 30 mくらいまではスキュー

バダイビングで、それぞれ調査を行い、見つけ

た巣穴からヤビーポンプという手動の吸引器を用

いてシャコ類を吸引して採取していました。

— 「シャコ」の天敵はいますか？

　魚の吐き戻しや胃内容物としてシャコ類の標本

をいただくこともありますので、やはり魚がまず

天敵かと思います。それからタコも天敵ですね。

これは私の沖縄での実体験なのですが、夜の

干潟で何か食べているタコがいるなとすくってみ

たら、深い巣穴を掘るため捕まえるのが難しい

トラフシャコ科のシャコ類だったんです。ありが

たいことに頭部と尾部の分類形質を残してくれ

ていたので（Figure 3）、タコには申し訳ないで

すがその「シャコ」だけは標本として回収させ

ていただきました。後日それを調べたところ、

実は日本未記録属であることが分かったんです。

おかげ様でこの種は日本初記録の種、ノコバト

ラフシャコとして報告することができました [2]。

結局本種はあの個体以外見つかっていません。

タコのシャコ捕獲能力には脱帽です。なお、海

外に生息する Hemisquilla の一種が、タコの眉

間を正確に殴打して撃退する様子が撮影されて

います [3]。シャコもやられっぱなしではないよう

です。

— 「シャコ」同士でも縄張り争いなどはあるん

ですか？

 

　縄張り争いに関わると考えられる闘争が、特

に打型のシャコ類で知られています。打型のシャ
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— 卵の世話をするのはメスだけですか？
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この十脚目から容易に見分けることができます。

他にも、顎脚はシャコ類では 5 対（十脚目では

3 対）、歩くための脚（歩脚）はシャコ類では 3

対（十脚目では基本 5 対）、シャコ類では腹部

に鰓を有する（十脚目では頭胸部に有する）

なども、大きな特徴です。それだけシャコ類は

ユニークな形態を持っている生き物なんです。

— ひときわ大きい捕脚の機能についても教えて

ください。

　シャコ類には顎脚（がっきゃく）が 5 対あり

ますが、特に 2 番目の顎脚が大きく発達するこ

とで捕脚となっています。シャコ類の捕脚（第 2

顎 脚）は 大まか に 刺 型（Spearer）と打 型

（Smasher）の 2 グループの形状に分けることが

でき、それぞれ得意な場面が異なります。刺型

の例としてトラフシャコ Lysiosquilla maculata 

を、打 型 の 例 と し て モ ン ハ ナ シ ャ コ 

Odontodactylus scyllarus をそれぞれ 挙げます

(Figure 2)。刺型のトラフシャコが細くて棘のあ

る捕脚を、打型のモンハナシャコが太くて丸い

捕脚をもっているのが分かるでしょうか。一番先

端の節（指節）に着目すると、トラフシャコで

は指節が薄いですが、長く、内側に鋭い棘が

10 本ほどあります。この棘を利用して魚などを

引っかけたり、刺したりして捕まえることができ

ます。一方のモンハナシャコでは一番先端の指

節は短く、厚みがあり、大きく膨らんでいます。

また、捕脚（とくに長節）の大きさが頭部に占

める割合が大きいですよね。こういった形をして

いる捕脚の方が、パンチ力は強いです。このよ

うな捕脚を有する打型のシャコ類では、パンチ

によって貝や他の甲殻類などを割って食べること

が可能です。

　この２つの捕脚形態のグループは生息環境に

も反映されている場合が多いです。刺型は待ち

伏せて魚などを捕まえるので、巣穴で暮らして

いるタイプが多いです。一方、打型のシャコは

巣穴への依存度が低く、岩の間などに生息して

いることが多いです。なお、寿司ネタとして最も

馴染みの深いシャコ Oratosquilla oratoria は、

どちらかといえば刺型です。

— 第 2 顎脚がついている胸部（？）がエビや

カニより小さいのはなぜですか？

いい質問ですね！ 頭部と胸部を覆っている部位

を頭胸甲（とうきょうこう）といい、エビやカニ

では、頭部 5 節と胸部 8 節がほぼ完全に覆わ

れています。しかしシャコ類は頭胸甲が小さく、

第 4 胸節までしか頭胸甲で覆われていません。

以降の第 5 から第 8 胸節は癒合（くっつくこと）

しておらず、その後方にある腹節と同じように動

かすことができます。なお、第 6 から第 8 胸節

には歩脚（歩行に用いる脚）が付いています。

このように、頭胸甲で完全に覆われていないた

め、体をフレキシブルに動かせるメリットがあっ

たのではないかと考えられます。実際に、シャ

コ類はすごく狭い隙間でもくるんと体をコイルさ

せて方向転換するので、そういった機動力の高

さに関わっているはずです。

 

— エビやカニとは違う仲間なのですね！「シャ

コ」は系統的にエビやカニとどれくらい遠いの

ですか？

　シャコ類は軟甲綱という分類群に属していま

す。その中は大きく 3 つのグループ（亜綱）に

分けられると、形態的には考えられていました。

すなわち、シャコ類のみからなるトゲエビ亜綱、

コノハエビ亜綱、そして前述のエビ・カニを含

む十脚目に加え、ダンゴムシやヨコエビなどの

仲間も含む大きなグループである真軟甲亜綱で

す。つまり、シャコ類とエビ・カニよりも、ダン

ゴムシとエビ・カニの方が近縁であるというよう

な関係性でした。逆に、それだけシャコ類の形

態は他と異なっているということですね。ただし、

近年の分子系統解析研究からは、軟甲綱の中

の関係性はこれまでとは異なる風に解釈されて

います [1]。この研究によると、先ほどの例示と

は逆で、ダンゴムシとエビ・カニの仲間よりも、

「シャコ」とエビ・カニの仲間の方が近縁のよう

です。こうした研究が今後も進展すると、シャ

コ類の位置付けがさらに変わることも考えられま

す。

 

— 中島さんは分類学がご専門ということで、

「シャコ」の多様性についてもいろいろと研究さ

れていたのですよね。そもそも「シャコ」は何

種くらいいるのですか？ 

　全部で約 500 種が知られています。国内で

正式に記録がある種は 80 種くらいです。食用

になる種や有名どころ以外はほとんど一般に知

られませんから、この手の質問に答えると、そ

んなに種類がいるんですね！ と驚かれますが… 

甲殻類に詳しい人が聞いたら意外と少ないと思

われるでしょう。例えば等脚目（ダンゴムシな

どの仲間）などでは１万種くらいがいるといわれ

ていますから。なのでシャコ類は甲殻類の中で

はあまり種類の多いグループではないといえるで

しょう。

　それから私の専門の話ですが、仰る通りで分

類学的研究を、主にトラフシャコ上科シャコ類に

ついて行って来ました。国内で正式に記録があ

るシャコ類は 80 種ほどと先ほど言いましたが、

私の研究の結果見つかってきた未記載種（ざっ

くりいうと新種の候補）や国内未記録種を計上

していくと、100 種を超えることになりそうです。

甲殻類の中ではあまり種類の多いグループでは

ないといいましたが、まだまだ未知の種がいる

状況ではあります。まだ「シャコ」の新種は 3

種しか記載できていないので（この原稿が出る

ころにはもう一種増えてるかも）、もっと論文を

書かねばなりません。

 

— なるほど。では「シャコ」はどんなところで

生活しているのですか？

 

　シャコ類は海域のみに生息しており、川や湖

といった淡水域や陸上には、残念ながらいませ

ん。基本的には熱帯・亜熱帯の浅海域に多く

の種が分布しており、亜寒帯よりも北や、深海

に生息しているものはまれです。ちなみにシャコ

類の最深記録は 1500 m ほどです。基本的に

は浅海域の海底の岩やサンゴの隙間や、そう

いった基質の表面にあいた穴の中などに生息し

ている場合と、砂泥底などに穴を掘って生息し

ている場合があります。打型のシャコ類の場合

は前者が、刺型のシャコ類の場合は後者の生活

スタイルが多いですね。

　なお、岩などの穴に入っているシャコ類の場合

は、他の生物、例えば穿孔性の二枚貝類など

が空けた穴を二次利用していると言われていま

す。また、砂泥底に穴を掘って生息するような

種はたいてい 、U 字型といわれる開口部が 2

つある単純な巣穴を作っています。その巣穴は

粘液と思しきもので裏打ちされていて、ある程

度頑丈な作りになっています。私は博士課程の

時にはトラフシャコ上科シャコ類の分類学的研究

を主に行ってきましたが、彼らは基本的に砂泥

底に巣穴を掘って暮らしています。そのため干

潟では徒歩で、水深 30 mくらいまではスキュー

バダイビングで、それぞれ調査を行い、見つけ

た巣穴からヤビーポンプという手動の吸引器を用

いてシャコ類を吸引して採取していました。

— 「シャコ」の天敵はいますか？

　魚の吐き戻しや胃内容物としてシャコ類の標本

をいただくこともありますので、やはり魚がまず

天敵かと思います。それからタコも天敵ですね。

これは私の沖縄での実体験なのですが、夜の

干潟で何か食べているタコがいるなとすくってみ

たら、深い巣穴を掘るため捕まえるのが難しい

トラフシャコ科のシャコ類だったんです。ありが

たいことに頭部と尾部の分類形質を残してくれ

ていたので（Figure 3）、タコには申し訳ないで

すがその「シャコ」だけは標本として回収させ

ていただきました。後日それを調べたところ、

実は日本未記録属であることが分かったんです。

おかげ様でこの種は日本初記録の種、ノコバト

ラフシャコとして報告することができました [2]。

結局本種はあの個体以外見つかっていません。

タコのシャコ捕獲能力には脱帽です。なお、海

外に生息する Hemisquilla の一種が、タコの眉

間を正確に殴打して撃退する様子が撮影されて

います [3]。シャコもやられっぱなしではないよう

です。

— 「シャコ」同士でも縄張り争いなどはあるん

ですか？

 

　縄張り争いに関わると考えられる闘争が、特

に打型のシャコ類で知られています。打型のシャ

コ類の中でも、フトユビシャコ科やウニシャコ科

では、体の最後端に位置する尾節の背面が盛

り上がり、厚くなっています（Figure 4）。実は

これらの分類群のシャコ類は、この尾節でパン

チを受け止めることが知られています。特に、

パンチを受ける側は体を仰向けにしながら上体

を起こし、尾節を相手に向ける姿勢を取ります。

これによって、受けたパンチの衝撃を逃がすと

考えられています。また、交互に尾節を殴りあ

うことから、物理的ダメージを最小限に、儀式

的な闘争を行っていると考えられています。

　なお、刺型のシャコ類の場合は巣穴依存性が

高く、巣穴外で観察されること自体がほとんど

無いため、縄張り争いを含めた同種どうしの関

わり合いについては不明です。あ、でもトラフシャ

コの巣穴の中に手を突っ込むと殴られますよ。

巣穴の中という目に見えない場所で殴られるので

かなりびっくりします。真似はしないように（笑）。

— 卵の世話をするのはメスだけですか？

 

　エビやザリガニなんかを飼ったことがある人は

わかるかもしれませんが、彼らは卵をメスの腹部

（腹肢）につけます。カニもメスの腹部のいわゆ

るふんどしの部分で卵を抱えます。しかしシャ

コ類はそんなエビ・カニの仲間と異なり、腹肢

には鰓が付いています。ここに卵をつけること

はできません。ではどのように卵の世話をしてい

るのかというと、顎脚で抱えるんです。さすが「口

脚」目といったところでしょうか。シャコ類はこ

のような形で基本的にはメスが卵の世話をして

いるのですが、一部のシャコではオスも世話を
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するということがわかってきました（Figure 5）。

これは僕が博士課程で研究していたコドモヒメ

シャコ属の一種なのですが、大人でも 2 センチ

くらいの小さい種です。このコドモヒメシャコ属

では U 字型の巣穴にオスとメスが同居している

のですが、オスも卵塊を抱えて世話している姿

が報告されています。腹肢に卵をつけなくて良

い分、オスも卵塊を世話できるということのよう

です。これは甲殻類では類をみないような珍し

い事例だと思われます。

— 「シャコ」はどれくらいの寿命なのですか？

　何年生きるのかとよく聞かれますが、わかりま

せん。これは甲殻類全体を通して言えることで

すが、脱皮をしてしまうので、例えば年輪のよ

うに残るものが無いからです。一応寿司ネタに

なるシャコ Oratosquilla oratoria では、3 年ほ

どと言われています。

 

— 幼生についてもよくわかっていないんですね。

いくつか幼生の写真を見せていただきましたが、

このニューギニアの幼生はジークアクスの「シャ

ロンの薔薇」（編集部注：『機動戦士 Gundam 

GQuuuuuuX』に登場する兵器）みたいでカッ

コいいですね！

 

　シャコ類の幼生は、アリマ型というものと、エ

リクタス型というものに大別されます。エリクタ

ス型は非常に多様な形態をしているものが知ら

れており、かっこいいもの、不思議なもの、い

ろいろいます。幼生と親の関係が明らかになっ

ているものは非常に少ないです。最近では、

DNA バーコーディングによって親子の対応を図

ることができますので、今後の調査次第では変

な幼生の正体が分かるかもしれませんね。

 

— 今回の特集では「シャコ」を使った料理も

扱ってるのですが、「シャコ」を食べたことは

ありますか？

　もちろん、食べたことはあります。ただ海無

し県出身なので、まったく身近な食べ物では無

かったですがね。シャコは美味しいですが、棘

で食べにくいし、苦労して剝いても可食部が少

なく感じますよね。シンガポールでトゲシャコ属

の一種の素揚げを食べたときは殻ごといってみ

たのですが、差し歯の前歯が欠けました。以来

食べてなかった気がします。生き物の研究をし

ていると、研究対象の味も知っておかねばなら

ないと言って積極的に自身の研究対象を食べる

人もいますが、私は野外調査でシャコ類をとって

くるのは標本を残して研究するためなので、食

べずに標本にしますね。

 

— 中島先生が感じる「シャコ」の魅力とは？

　大学学部生の頃に「シャコ」に出会ったので

すが、学術的に調べられていないことが多く、

研究対象としてそういった魅力を感じ、研究を

始めた部分もあります。後は単純で、眼がよく

動くので表情を感じる。これがかわいいんです。

メカメカしいビジュアルのわりに表情の変化が汲

み取れるという異質さも魅力だと思います。後

は尾節の形態も、丸いものから全体が棘だらけ

のものまで、多様な形態を見せてくれて、これ

も非常に魅力的です。

 

— ありがとうございました。読者にも「シャコ」

の魅力が伝わったのではないでしょうか！

— まずはじめに、「シャコ」とはどんな生き物

なのか教えてください。

　いわゆるシャコパンチ（編集部注：シャコの

中には高速で打撃を繰り出すものが知られてお

り、俗にこのように呼ばれることがある）を打

つことができる、大きく鎌状に発達した捕脚（ほ

きゃく）に、よく発達した複眼。「シャコ」の
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